
対
面
式

４
月

日
（
水
）
在
校
生

10

と
新
入
生
が
出
会
う
対
面
式

が
生
徒
会
主
催
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
生
徒
会
活
動
の
内
容

や
部
活
動
の
紹
介
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
「
上
中
ク
イ
ズ
」
な

ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
和
や

か
に
会
が
進
み
、
新
入
生
に

も
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
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転
出
・
退
職
、
転
入
職
員
の
紹
介

【
転
出
・
退
職
】

川
端

淳
（
退
職
）

寺
本

淳
（
高
田
小
学
校

教
頭
へ
）

加
藤

真
人
（
上
郡
小
学
校
へ
）

井
上

淑
子
（
西
播
磨
特
別
支
援
学
校
へ
）

福
山

真
也
（
岡
山

美
咲
町
立
柵
原
東
小
学
校
へ
）

【
転
入
】

東
山

真
也
（
山
野
里
小
学
校
よ
り
）

大
谷

真
裕
（
山
野
里
小
学
校
よ
り
）

○

４
月
５
日
に
離
任
式
、
８
日
に
着
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
５
名
が
離
任
さ
れ
、
２
名
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
新

し
い
計

名
の
教
職
員
で
さ
ら
に
よ
り
良
い
教
育
の
実
現
を
目
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指
し
て
い
き
ま
す
。

○

育
児
の
た
め
お
休
み
さ
れ
て
い
た
谷
﨑
尚
子
先
生
が
お
仕
事

に
復
帰
さ
れ
ま
し
た
。

○

久
保
田
万
太
郎
先
生
に
は
引
き
続
き
、
音
楽
の
授
業
を
担
当

し
て
頂
き
ま
す
。

○

益
田
弘
美
先
生
が
、
本
年
度
は
全
学
年
の
家
庭
科
を
担
当
さ

れ
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
も
継
続
で
す
。

○

ス
ク
ー
ル
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
、
本
年
度
、
矢
川
広
信

先
生
が
来
ら
れ
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
毎
週
金
曜
日
の

時
～

時

分
を
中
心
に
行
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

11

17

15

中
学
校
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
図
書
館
支
援
員
と
し

て
高
橋
佳
子
先
生
が
火･

水
曜
日
に
図
書
室
に
来
ら
れ
ま
す
。

【
ご
来
校
の
方
法
に
つ
い
て
】

・
通
常
は
、
校
舎
北
側
の
駐
車
場
を
利
用
く
だ
さ
い
。

・
正
門
は
８
時

分
に
な
る
と
施
錠
さ
れ
ま
す
。

20

そ
の
時
間
以
降
は
、
通
用
門
１
（
正
門
横
）
か

通
用
門
２
（
駐
車
場
）
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
ご

用
件
を
お
話
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

・
敷
地
内
全
面
禁
煙
。

・
指
定
さ
れ
た
場
所
以
外
で
の
飲
食
禁
止
。

・
上
履
き
、
下
履
き
の
区
別
を
厳
密
に
。

・
ご
来
校
の
際
は
「
教
育
の
場
」
に
ふ
さ
わ
し
い

服
装
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

・
校
舎
内
で
の
携
帯
電
話
の
使
用
は
お
控
え
く
だ

さ
い
。

＊
学
校
施
設
案
内
図
を
裏
面
に
掲
載
し
ま
す
。

※
紙
媒
体
の
み
（
デ
ー
タ
配
信
な
し
）

入
学
式

４
月
９
日
、
ご
来
賓
の
ご

臨
席
の
も
と
生
徒
会
役
員
に

よ
る
運
営
で
晴
れ
や
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

１
１
７
名
が
入
学
し
、
３

ク
ラ
ス
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
新
入
生
を
代
表
し
て
野

村
新
菜
さ
ん
（
上
郡
小
出
身
）

が
『
「
勤
勉
」「
協
調
」「
創
造
」
の
校
訓
を
胸
に
、
上
郡

中
学
校
の
生
徒
と
し
て
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
中
学
校
生
活

を
お
く
り
た
い
』
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

校
長
か
ら
は
、「
社
会
生
活
を
営
む
上
で
必
要
な
知
識

や
技
能
、
態
度
を
身
に
つ
け
、
豊
か
な
心
を
育
て
、
自
分

ら
し
さ
を
発
見
し
、
自
立
し
て
生
活
で
き
る
力
を
育
て
よ

う
」
と
い
う
式
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
全
校
生
徒

３
６
２
名
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

学 校 経 営 方 針

１ 学校教育目標

２ めざす学校

３ 校訓＜めざす生徒像＞

４ めざす教師像

５ 本年度の重点目標

自立・貢献

－誠実で、夢を持ち、互いに支え合う、上中生の育成－

・行（生）きたくなる学校 －安全、安心、豊かな心－

・学力を培う学校 －支え合う喜び、知ることの喜び－

・地域を元気にする学校－幼小中高の連携と保護者・地域とともに－

勤 勉 ＜めざめの力 はげみの力＞

協 調 ＜腕くみあう われらの睦み＞

創 造 ＜とびたつ姿勢 はばたく姿勢＞

・基本的な学習姿勢を徹底し、学びの習慣の向上を図る

・自立・自治の力を高め、自らの生き方や母校・地域に誇りや自信を持たせる

・伝統を生かしながら、地域の信託に応える新しい校風づくりを図る

・挑戦する力強さと継続する粘り強さを持つ教師

・分かる授業、子どものニーズに応える授業を実践する教師

・生徒とともに汗する、活力のある教師


